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1.特性 金ろうを大別すると、工業用（主として電子工業用）と工芸品用の 2 種

に分けられ、その性質も、かなり相違があります。 
ここでは、工業用金ろうについて、ＪＩＳを基準として解説します。 

2.工業用金ろう  ここにいう工業用金ろうは、主として電子管などのろう付に使われる金

ろうで、使用量は年々著しく増加しています。 
 電子管のなかの金属同士または金属とセラミックの接合は、ときとして

段階的ろう付を必要とするため、融点 900℃以下から 1400℃以上のもの

まで、広い温度範囲の合金が作られています。 
 使用する金属材料としては、Ａｕ、Ａｕ－Ｃｕ、Ａｕ－Ｎｉまたは 
Ａｕ－Ｎｉ－Ｃｕ系が主であり、まれにＡｕ－Ａｇがあります。そのほか、

少量のＰｄもしくはＰｔを加えたものも金ろうと考えられます。 
 電子管内は、高真空であるため、金ろう成分の中に蒸気圧の高い金属が

存在すると、これが蒸発して電子管の性能を著しく劣化させますので、 
Ｚｎ、Ｃｄ、Ｐｂなどの混入は、極力防止しなければなりません。 
 ＪＩＳでは、Ｃｄ，Ｐｂ、Ｚｎ，Ｆｅなどの含有量を使用目的により 
0.04 以下または 0.15％以下と定めています。 

 
 
 
 

＜ＪＩＳ Ｚ 3266－金ろう＞ 
耐食または耐酸化用の金ろう 

 

                 注 1）その他の元素とは、Cd,Ph,Zn,Fe などをいう。 


